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Coronatine affects the virulence of plant pathogens through 




 植物病原菌 Pseudomonas syringae が生産する植物毒素であるコロナチン（1）は，活性型ジャスモン酸
であるジャスモン酸イソロイシンのミミックとして働き，植物生体内で COI1-JAZ シグナル伝達経路を
介して食害防御応答を誘導する 1-3) ．一方で 1 は，植物の気孔を開口させる作用をもつ 4, 5)．植物は，
病原菌感染時に気孔を閉鎖することで感染経路を遮断する（stomatal defense）という感染防御応答を示
す．一方，病原菌はこれに対抗して 1 を分泌し，COI1-JAZシグナル伝達経路を介して NAC 転写因子を
活性化させ，アブシシン酸（ABA）による気孔閉口を阻害し感染経路を確保すると考えられている 6)．
即ち 1 の「病害虫に対する防御応答」と「病原菌感染促進」は，共に同じ COI1-JAZ シグナル伝達経路
の下流に位置する生物応答であることから，病害虫と病原菌からの攻撃を同時に防御することは原理上
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